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2024年は，わが家にとって
ちょっといつもと違う年になり

ました．住んでいる自治会の役員が回ってきてしまい，
訳もわからないまま引き受けたのが昨年の 2 月．それか
ら約13カ月の間，会計役員として自治会の出納業務や行
事運営に奔走しました．特に，使い慣れないMSエクセ
ルを使った自治会収入・支出の管理は大役で，やっと先
日会計監査も終わり， 1年間の緊張から解放されました．
思えばアパート暮らしをしていた時は，自治会がどんな
目的のもとに運営されているかもわからず，波風立たな
いよう言われるがままに自治会費を納め，皆が恐れる「班
長」という役割が回ってこないよう祈るという日々でした．
持ち家に住むようになり，引き受けた当初は苦痛でしか
なかった自治会活動ですが，仕事を続けるにあたり意義
ややりがいを感じられるようになりました． 1 年を通し
て感じた自治会活動の意義や難しさをここに総括したい
と思います．
研究所や大学と違い，地域住民（自治会会員）の方々は，
年齢も生活スタイルもさまざまです．わが家のような子
育て真っ盛り世代や，共働きのパワーカップル，後期高
齢単身世帯など，多様な世帯が共生しています．もちろん，
ご近所付き合いが盛んだった一昔前に比べると共生の必
要性が下がってきていることは事実ですが，それでも困っ
たことはお互いさま，助け合い支え合いで生きていく方
が効率的です．市町村のサービスを受けるにも，住民の
意見をまとめてから陳情すればスムーズです．街灯や防

犯カメラの維持・管理，登下校時の児童見守り，何より
適度な住民同士の親睦・交流，などにより地域の防犯防
災力が高まります．これらをお金で解決しようと思うと，
賃貸暮らしの時に支払っていた共益費では賄えないだろ
うなと感じます．自身でも，単身時代は属するコミュニ
ティは別にあり，家は帰って寝るだけの場所でしたが，
家族が増え周りに迷惑をかけたり助けてもらったりとい
う経験が増えるにつけ，地域に根ざした生活の重要性を
感じるようになりました．
日本のどの自治体でもおおよそ共通して起こっている
ことだと思いますが，わが自治会でも高齢化が進んでおり，
役員メンバーの中では私が最も若い世代でした．もちろ
ん皆が PCやスマホを使いこなせるわけでもなく，気がつ
くと操作ミスで LINEグループから締め出される人が出
たりと，不測の事態も起こります．紙ベースの打ち合わ
せや回覧は無駄が多いなとも思いつつ，いつか必ず自分
も時代遅れになることを考えると，やっぱり思いやりは
重要だと理解できるようになります．
1 年間のお勤めも終わり，また一般の自治会会員に戻

ることになります．出納帳の管理や行事，役員会から解
放されて嬉しいと思う反面，やはり寂しい気持ちもあり
ます．読者の皆様も，日本で暮らしているといつかは自
治会班長・役員を依頼される（押し付けられる ?）ことが
あるかもしれません．忌避する気持ちはいったん置いて，
「はい，喜んで」とお引き受けしてみるのはいかがでしょ
うか ?� （小林達哉）




